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従来の著書はハードウェアとしての物の構造や説明，性能などに重点が置かれてきた。
今回のハンドブックでは従来の考えを改めて，システムとしての考え方や評価の記述に
も十分なページを割いた。 
交通は現代人の生活の根幹の一つである。現代人に必須の交通は，多分に社会的な存在
であり，交通事業が単なる企業活動とは違う側面を持っている。このような社会的視点
も可能な限り採り入れるように努めた。 
電気鉄道においても国際的な技術視点が求められている。このため，世界の中において
の日本の鉄道としての位置づけや，国際規格および海外鉄道技術にも触れている。 

（創立1927年） コロナ社創立80周年記念出版 
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刊行のことば（抜粋） 

　電気鉄道は幅広い分野の技術と，長い間の経験の集大成であり，わが国の電気技術のパイオニア
としての役割を果たしている。わが国は世界的にも高い鉄道輸送シェアと鉄道技術を有しており，
鉄道の旅客輸送の約95％が電気鉄道によっていることを考えれば，鉄道といえば電気鉄道を示すと
いっても過言ではない。さらに，省エネルギーで地球環境に優しく，信頼性の高い交通機関としても
注目されている。 
　鉄道がわが国で初めて開通したのは，1872年の新橋～横浜（現在の汐留～高島町）間であり，運行
管理にモールス通信が使用された。その後，情報交換のための通信技術と，運転保安のための信号
技術に分かれて発展し，座席予約や営業サービス，列車群の運行管理などを行う大規模なシステム
へと変遷している。 
電気鉄道は 1895 年に京都で直流 500V方式の運転が開始され，市街鉄道や近郊の寺社などを結ぶ
鉄道が相ついで開業している。その後，輸送量の増加に伴い直流方式の1500V化と，商用周波単相
交流20kVによる普通鉄道の電気運転が実用化され，高性能電車の技術と結びついて，高速鉄道であ
る新幹線誕生の原動力となった。新幹線の成功は，鉄道の斜陽化傾向があった欧州各国にも刺激を
与え，世界的に高速鉄道が見直されることとなっていった。車両の駆動は直流電動機から，パワー
エレクトロニクス技術の進展に伴い，小形で省メンテナンスの誘導電動機駆動へと進み，電気車の
運転性能の向上や，新幹線における最高速度300km/h運転が可能になっている。 
　また，磁気浮上式リニアモータ推進式鉄道も，常電導方式のトランスラピットが2003年に上海で，
リニモが2005年の愛知万博にあわせて相ついで開業しており，超電導磁気浮上方式も技術的に完成
域に達している。 
　さらに，各種駆動方式による都市交通システムがつぎつぎと実用化されており，これらのシステム
を学ぶことは，導入を考える地元にとっては興味深いと考えられる。 
　最近，国際的な技術の交流が叫ばれており，電気鉄道においても例外ではない。広く海外の技術
を学ぶことは海外への進出のために必要なことはもちろんであるが，さらにわが国の鉄道技術を発展
させることが期待される。 
　このような背景を考えたときに，第一線の技術者や研究者のために，高度情報化時代の環境に
優しい交通システムとして新しい考え方に基づいて，電気鉄道に関する技術をまとめたハンドブック
の整備が求められる。そこで，電気鉄道について最新技術を述べるのみではなく，発展の経緯や
周辺技術を示して理解を深めるとともに，将来の技術発展を願って，コロナ社から『電気鉄道ハンド
ブック』をコロナ社創立80周年記念出版として発刊することとなった。 
　本ハンドブックは電気鉄道に携わる，各分野の専門家により委員会を構成し，長期にわたり内容
を吟味して，大学，行政機関，鉄道事業者，メーカ，コンサルタントなどの第一線の研究者や技術者，
約百ニ十名に執筆をお願いした。また，索引には英文を付記し，技術資料として，鉄道関係の主要
な企業各社に，最新の技術動向の紹介をお願いした。これらの結果，幅広く充実した内容になって
おり，広く長年にわたって活用していただければ幸いである。 
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